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創業に至るまで
　「有限会社フジタカヌー」を創業したきっかけは、清さんが大学教授
に連れられ、河川でカヌーを漕艇した際に、身一つで自然の中に入って
いく感覚や、ボートやヨットにはない楽しさに魅入られたことが創業の
きっかけとなったそうです。
　清さんは、勤めていた企業でカヌーの製造に携わり続けておられま
したが、カヌーが好きでやまない清さんは独立を決心されました。そ
の時、教授に連れてきてもらい一緒にカヌーを漕艇した木津川を思い
出し、笠置町で経営することを決意したといいます。
　昭和後期に笠置町で「有限会社フジタカヌー」を設立され、現在まで
で約40年もの月日が経つ歴史ある企業になります。

有限会社フジタカヌー
所京都府相楽郡笠置町笠置佐田45　☎0743・95・2507

有限会社フジタカヌー
　自然を体験するアクティビティーの1つであるカヌーを手掛ける国内有数のカヌーメーカー「有限会社フジタカヌ
ー」を経営している代表取締役 藤田　亮（ふじた　たすく）さん。
　先代の藤田　清（ふじた　きよし）さんから引き継いだ技術力で厳選された素材を使用した耐久性・機能性を兼ね備
えたカヌーの製造を設計から組立を一貫対応で手掛けておられます。

　「有限会社フジタカヌー」では、カヌー教室を３月春分の日から11月末ま
での土・日・祝日で開催しています。皆さんも「フジタカヌー」の精巧にでき
たカヌーを通じて、笠置町の豊かな自然を美しい木津川でカヌーの漕艇体験
してみませんか？

モノづくりへのこだわり

　時代にあった感性を掛け合わせた創意工夫と共に新たな価値を見出す

とともに、誰でも簡単に手軽に漕艇できるカヌーをこれからも製造していき

たいと考えています。

笠置町の魅力

　隣市町から近い利便性もあり、自然に囲まれ、町の間を流れる木津川が

あり景観が非常に良いところです。

　カヌーを通じて木津川の美しさや笠置町の自然を体験してほしいと思い

ます。

　今後も質を追求したカヌーを製造・提供していき、水上から眺める美しい

景色、漕艇する楽しさを体験できるカヌー教室やカヌーツアーを通じてカヌ

ーや自然の魅力を発信していきたいと思います。
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地域の魅力 笠置のモノづくり。
自然豊かな笠置町で熟練された技術でモノづくりに励まれる職人さんに
創業のきっかけや、モノづくりへのこだわりについて、それぞれお聞きしました。

創業に至るまで
　能利さんは、大学卒業後、会計事務所で30年以上勤めておられましたが、
50代の時を契機に身近にある材料を活用したモノづくりをしたいという強
い思いと、昔から風になびいてゆらゆら揺れる竹を見ているのが好きだっ
たこともあり、自然で採れた竹を活用した工芸品を創りたいと思い起業さ
れました。 
　能利さんは工芸品を加工する為に必要な工具や道具を扱ったことが今ま
でなく、事務所を退職後に、半年間、他の町や笠置町の工芸教室で先生に
技術を教わったそうです。 
　起業後は、フリーマーケットや笠置町の河川敷で出店を行って、そこで
出会ったお客様から要望を聞き周り、様々なニーズに応えた商品を工夫し、
制作を行っておられます。 

アトリエ・アキタ
所京都府相楽郡笠置町有市東畷40　☎070・5662・2223

アトリエ・アキタ
　竹のしなやかな美しさと強さを素材そのまま
を活かした竹工芸品を手掛けるアトリエ・アキ
タの秋田 能利（あきた たかとし）さん。 器や
スプーンなどの小物品から行燈やスマホスタン
ドなど様々な製品を竹材の採取から、加工、仕
上げまで一人で手掛けておられます。

　「アトリエ・アキタ」さんは、
南山城村や笠置駅、京都市内などで出店されております。皆さんも自然素材
を存分に活かしたお洒落な竹工芸品を購入してみてはいかがでしょうか？

特集 笠置町

モノづくりへのこだわり
　お客様が欲しがる魅力ある工芸品を作りたいと考えています。 　塗装にこだわっており、柿渋などの天然素材を取り入れた塗料を綿密に塗
装しています。塗装によって質感が全然違います。 焼きを取り入れた色付け
や竹の材質、形を存分に活かした加工、装飾で日 、々挑戦を行っております。 笠置町の魅力
　私が手掛けている竹を活用したモノづくりと自然豊かな笠置の風土がマ
ッチングしています。 
　手芸や写真家など芸術に携わっておられる人が多くいらっしゃると感じ
ており、その方々の自由な想像力に大いに触発されます。　今後も食生活で使われるおひつや、カトラリーなどをメインにモノづくり
を展開し、日々、何事もチャレンジしてより良い竹工芸品を手掛け、お客様
に繊細で美しく実用性に長けるモノを提供していきます。 
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【
連
合
の
教
育
】

〇�

連
合
の
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
自
分
の
こ

と
と
捉
え
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
あ
っ
て
、
主

体
的
に
行
動
し
幸
せ
に
生
き
て
い
く
力
を
育
成
す

る
教
育
で
あ
る
。

〇�

子
ど
も
た
ち
の
包
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚

は
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
生
み
出
し
、
多
様
な
人

と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
せ
る
。

〇
〟連
合
な
ら
で
は
〝の
教
育
は
、保
護
者
・
地
域
住

民
の
連
合
に
よ
る
教
育
へ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

〇�

期
待
に
応
え
る
教
育
は
、
人
権
尊
重
を
柱
と
し
、

仲
間
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に

貢
献
で
き
る
人
づ
く
り
で
あ
る
。

〇�

連
合
の
強
み
は
、
少
人
数
に
よ
る
幼
少
期
か
ら
の

つ
な
が
り
を
基
に
一
貫
し
た
教
育
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。

〇�

子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
く
個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
。

〇�

す
べ
て
の
子
ど
も
に
愛
を
も
っ
て
、
包
み
込
む
教

育
に
よ
り
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
。

【
学
校
教
育
の
重
点
】

1　
学
校
教
育
の
３
本
柱

⑴�　
〟相
楽
東
部
だ
か
ら
で
き
る
〝〟相
楽
東
部

な
ら
で
は
〝の
教
育
の
一
層
の
推
進

⃝�

連
合
の
よ
さ
、小
規
模
校
の
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
教
育
活
動
の
展
開

⃝���

我
が
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、我
が
ふ
る
さ
と
に
貢

献
す
る
児
童
生
徒
の
育
成　

⃝���

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
連
携
し『
地
域

と
共
に
あ
る
教
育
』の
推
進

⑵　
豊
か
な
学
び
の
創
造
と
生
き
る
力
の
育
成

⃝�

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
学
び
を
仲
間
と
共
に
進

め
る
授
業
の
推
進

⃝��

保
・
小
・
中
の
一
貫
し
た
教
育
に
よ
る
認
知
能

力
と
非
認
知
能
力
の
育
成

⃝��

学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

取
組
の
推
進

⃝��

自
校
の
課
題
と
達
成
目
標
の
共
有
、組
織
に
よ

る
実
践

⑶　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
多
様
性
の
尊
重

⃝��

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
教

育
の
充
実

⃝��

自
分
を
大
切
に
し
、人
も
大
切
に
す
る
教
育
の

推
進

⃝��
変
化
の
激
し
い
社
会
、多
様
な
社
会
の
中
で
自

分
ら
し
く
生
き
抜
く
力
の
育
成

２　
具
体
的
重
点
事
項

❶�

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
〟連
合
な
ら
で
は
〝

の
教
育
活
動
の
展
開

⃝�

教
育
D
X
を
踏
ま
え
た
〟連
合
な
ら
で
は
ｃ
の

教
育
活
動

⃝��

主
体
的
に
取
り
組
む
〟連
合
な
ら
で
は
〝の
ふ

る
さ
と
学
習
の
推
進

⃝��

小
規
模
の
特
性
を
生
か
し
た
各
校
の
学
校
自
慢

の
取
組
の
推
進

⃝��

非
認
知
能
力
を
は
ぐ
く
む
保
育
園
・
小
中
学
校

の
連
携
推
進

⃝��

部
活
動
地
域
移
行
を
視
野
に
入
れ
た
中
中
連
携

⃝�

社
会
の
変
化
を
見
据
え
、
生
成
A
I
や
I
C
T

機
器
の
有
効
活
用

❷�

〟連
合
な
ら
で
は
〝の
豊
か
な
学
び
の
創
造

と
生
き
る
力
の
育
成

⃝��

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
手
法
に
よ
る
授

業
展
開

⃝��

交
流（
合
同
）学
習
に
お
け
る
小
小
・
中
中
連
携
、

教
科
担
任
制
に
よ
る
連
携

❸�

一
人
ひ
と
り
が
包
み
込
ま
れ
、み
ん
な
で
つ

な
が
る
学
校
づ
く
り

⃝��

自
分
を
大
切
に
し
、仲
間
を
大
切
に
す
る
学
級
、

学
年
、学
校
づ
く
り

⃝��

い
じ
め
の
未
然
防
止
と
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

組
織
的
・
計
画
的
な
支
援

⃝�

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
相
談
の
実
施

⃝��

子
ど
も
が
主
体
的
に
行
動
す
る
校
則（
き
ま
り
）

作
成
と
生
徒
指
導
の
充
実

❹�

児
童
生
徒
の
体
力
の
向
上
と
健
や
か
な
か
ら

だ
づ
く
り

❺�

自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
特
別
支
援
教

育
の
充
実

⃝��

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
学
び
の
充
実

⃝��

各
校
特
別
支
援
学
級
の
充
実
、広
域
連
合
通
級

指
導
教
室
の
適
切
な
運
営

❻�

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
研
究
指

定
校
に
お
け
る
公
開
授
業

❼�

命
と
心
を
守
り
、
安
心
・
安
全
に
学
べ
る
学

校
風
土
づ
く
り

　
以
上
、
令
和
７
年
度
の
連
合
の
教
育
を
進
め
る
べ

く
準
備
し
て
お
り
ま
す
。（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育

委
員
会
）

＜令和７年度「連合の教育」の重点＞

小規模の特性を生かした
“連合ならでは”の教育創造

教
育

Educatio n

「連合教育」の基本理念
１　個人の尊厳を尊重し、真理と
平和を希求する教育（不易）

２　激変する社会にあって、主体
的に行動し、たくましく生き抜く
力を育成する教育（流行）

３　積極的に自然・人・社会とつ
ながり、ふるさとを愛し貢献する
教育（連合ならではの教育
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令和６年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係る
文部科学大臣表彰（南山城村）

　文部科学省による『令和６年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係る文部科学大
臣表彰』において、この度、相楽東部広域連合立南山城小学校 学校運営協議会並びに、南山城地域学校協働本部
が表彰されました。
　今回の表彰は、学校と地域が連携・協働し、一体的な活動を実施する中で、内容が他の模範と認められた団体
に贈られるものであり、子どもたちに向けたさまざまな取組を実施していることが評価されました。
　３月３日(月)に南山城地域学校協働本部　石橋 常男委員長、学校運営協議会　森本 恵子会長、南山城小学校　
齋藤 昌宏校長が、南山城村役場へ表敬訪問し、平沼 和彦村長に表彰を報告されました。

左から　石橋委員長、齋藤校長、平沼村長、森本会長

いきいきふれあいフェスタ2025（笠置町）
　笠置町産業振興会館にて「いきいきふれあいフェス
タ2025」が行われました。
　いきいきふれあいフェスタは笠置町内の個人、団体
による文化発表の場として毎年行われており、今年度
も個人的に創作活動を行っておられる方や、文化サ
ークル、笠置児童館などの団体が展示の部（２月11日
（火・祝）～15日（土））、舞台の部（２月15日（土））に
それぞれの部門に分かれて日ごろの文化活動の成果を
発表しました。
　今年度も大盛況の１日となりました。

笠置保育所「きずな」の皆さんの発表の様子 Kea Kapuaの皆さんの発表の様子

作品展示の様子
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保健・福祉保健・福祉

５月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
5月  3日（土・祝） 内科
  　  4日（日） 内科
  　  5日（月・祝） 内科
  　  6日（火・祝） 内科
  　11日（日） 内科・小児科
  　18日（日） 内科
  　25日（日） 内科・小児科

※�４月分については広報れんけい３月号を
ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　

声
が
れ
は
、
大
き
く
二
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
声
を
使
い
す
ぎ
た

り
、
風
邪
を
ひ
い
て
の
ど
が
痛
い

と
き
な
ど
に
み
ら
れ
る
声
が
れ
は
、

声
帯
に
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
と

き
に
現
れ
る
症
状
で
、
４
、５
日

声
を
出
さ
ず
に
安
静
に
し
て
い
る

と
元
の
声
に
戻
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
高
齢
者
に
見
ら
れ

る
声
が
れ
、
い
わ
ゆ
る
し
わ
が
れ

声
で
す
。
こ
れ
は
現
役
時
代
は
よ

く
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
の
に
、
リ
タ

イ
ア
し
て
急
に
会
話
が
減
っ
た
人

に
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
で
す
。
声

帯
を
み
る
と
、
萎
縮
し
て
、
た
る

み
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
し

ば
ら
く
し
ゃ
べ
っ
て
い
な
く
て
、

声
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
か
す
れ

て
出
な
い
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
う

ち
に
わ
り
と
楽
に
会
話
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

し
わ
が
れ
声
自
体
は
さ
ほ
ど
問

題
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
症
状

は
誤
嚥
の
初
期
症
状
で
す
。
最
初

は
食
事
の
時
に
間
違
っ
て
気
管
に

入
っ
て
よ
く
む
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
進
行
す
る
と
食
事
が
摂
り

づ
ら
く
な
り
、
肺
炎
を
併
発
し
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
誤
嚥
性
肺
炎
で
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
の
死
亡
率
は
、
急
性

疾
患
の
中
で
最
も
高
く
、
20
～
40

％
に
達
し
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ

て
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
、
高

齢
者
の
肺
炎
の
7
割
以
上
が
誤
嚥

性
肺
炎
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
日
頃
か
ら
よ
く
声
を
出
す
こ
と

で
す
。
政
治
家
や
お
坊
さ
ん
、
歌

手
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
声
を
よ

く
使
う
人
は
、
年
を
と
っ
て
も
、

し
わ
が
れ
声
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

１
日
に
朝
晩
２
回
程
度
、
３
分
ず

つ
く
ら
い
大
声
を
出
す
よ
う
に
す

る
と
、
声
帯
の
萎
縮
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
き
な
声
で
歌
を

１
曲
歌
う
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

最
近
声
が
か
す
れ
て
き
た
、
よ

く
む
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

感
じ
た
ら
、
一
度
耳
鼻
咽
喉
科
を

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

豊
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

豊
田
健
司

し
わ
が
れ
声
に

ご
用
心

そ
の
117

仮移転のおしらせ
　相楽会館の建替えあたり、工事期間中は下記のとおり仮移転します。

相楽聴覚言語障害センター
・仮移転先：木津川市加茂町里中森101番地（木津川市青少年センター内）
　　　　　　　☎0774・34・6611　FAX0774・34・6616
・仮移転先での業務開始日：４月28日（月）から　※相楽会館での業務最終日：４月24日（木）
・開所日：毎週月～金曜日（ただし、祝・休日、年末年始を除く）　午前９時～午後５時
問相楽聴覚言語障害センター　☎0774・75・2030　FAX0774・72・6862

相楽休日応急診療所
・仮移転先：木津川市木津清水27番地24（木津保健センター内）
・仮移転先での診療開始日：４月６日（日）から（令和７年度最初の診療日から）
　※４月以降の受診に注意してください。
問相楽休日応急診療所　☎0774・73・9988
　※木津川市木津保健センターに仮移転後も電話番号に変更はありません。
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介護保険料の基準所得金額の見直しについて（３町村）
　４月１日から、介護保険法施行令の一部改正に伴い、介護保険料に係る所得段階基準の一部が変更となりまし
た。内容としましては、第１号保険料に係る所得段階のうち、第１段階及び第４段階の基準として用いられてい
る年金収入等の金額は、これまで「80万円以下」と定められていましたが、令和６年度の老齢基礎年金満額受給
額が80万円を超えることを踏まえ、老齢基礎年金受給者の保険料負担への影響を抑えることを目的に、令和７年
度より「80. ９万円以下」に変更となりました。

変更後の所得段階は次の表のとおりです。
所得段階 対　象　者 

第１段階 

生活保護被保護者 
世帯全員が市町村民税非課税の老齢福祉年金受給者 
世帯全員が市町村民税非課税かつ本人年金収入等

80万円80.９万円以下 

第２段階 
世帯全員が市町村民税非課税かつ本人年金収入等

80万円80.９万円超120万円以下 

第３段階 
世帯全員が市町村民税非課税かつ本人年金収入等

120万円超 

第４段階 
本人が市町村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等

80万円80.９万円以下 

第５段階 
本人が市町村民税非課税（世帯に課税者がいる）かつ本人年金収入等

80万円80.９万円超 

※６段階以上の所得段階については、今回の法改正の影響を受けないため、省略しています。
※�第１・２・４・５段階の対象者の欄の「80. ９万円」は令和７～８年度の適用となります。令和６年度は「80万円」
に読み替えてください。
※�高額介護（予防）サービス費、補足給付における年金収入等80万円の基準についても、同様に措置（令和７年８
月施行予定）

問笠置町保健福祉課　☎0743・95・2303 直
　和束町保健福祉課　☎0774・78・3006 直
　南山城村保健医療課　☎0743・93・0104 直
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消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

　

通
信
販
売
で
の「
定
期
購
入
」に
関
す
る
相
談
が
本
セ
ン
タ
ー
で
も
引
き
続
き
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
の
事
例
で
は『
ス
マ
ホ
で
お
試
し
ク
リ
ー
ム
を

一
度
試
そ
う
と
購
入
し
、そ
の
時
に
定
期
購
入
コ
ー
ス
を
申
込
ん
で
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
、
２
回
目
を
送
る
と
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
定
期
コ
ー
ス
で
は

な
い
と
連
絡
し
、
了
承
さ
れ
た
の
に
請
求
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
？
』

な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
高
齢
者
の
方
に
多
く
み
ら

れ
、
健
康
食
品
と
化
粧
品
等
に
お
い
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
く
、
返
品
の
可
否
や
条
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

が
決
め
た
返
品
特
約
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
返
品
特
約
」が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
な
ら
、
消
費
者
が
送
料
を
負
担
し

返
品
で
き
ま
す
。
広
告
で「
お
試
し
」「
初
回
限
定
〇
％
オ
フ
」、「
解
約
可
能
」と
お
得

感
が
強
調
さ
れ
て
い
て
も
、「
注
文
確
定
」を
ク
リ
ッ
ク
す
る
前
に
最
終
確
認
画
面
で
必

ず
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
１
回
限
り
の
購
入
？
継
続
的
な
購
入
？

〇
継
続
的
な
購
入
の
場
合
、回
数
は
？
解
約
し
な
い
と
ず
っ
と
続
く
？

〇
継
続
的
な
購
入
の
場
合
、総
額
や
一
定
期
間
で
の
支
払
額
は
？

〇
解
約
方
法
・
条
件
や
返
品
方
法
・
条
件
は
？

〇
支
払
時
期
や
引
渡
時
期
は
？

※�

右
記
の
契
約
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
画
面
は
、ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
定
期
購
入
」ト
ラ
ブ
ル
急
増
！

「
最
終
確
認
画
面
」を
チ
エ
ッ
ク
し
ま
し
た
か
？

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
※�

土
曜・日
曜
お
よ
び
祝・休
日（
年
末
年
始
除
く
）は
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で
☎
1
8
8
へ（
電
話
の
み
）

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）　
4
月
25
日（
金
）ま
で

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は

４
月
28
日
よ
り
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
に
仮
移
転
し
ま
す

所
木
津
川
市
木
津
上
戸
18
番
地
1

相
楽
中
部
消
防
協
議
会

合
同
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
3
町
村
）

　
３
月
２
日（
日
）、相
楽
中
部
消
防
協
議
会
主
催
の

合
同
訓
練
が
木
津
川
市
の
城
址
公
園
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
内
容
は
、
京
都
府
山
城
南
部
に
乾
燥
・
強
風

注
意
報
発
表
下
、
城
址
公
園
か
ら
出
火
、
住
宅
地
へ

の
延
焼
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
消
防
協

議
会
長
か
ら
の
応
援
要
請
で
、
各
市
町
村
の
消
防
団

員
が
出
動
し
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
消
防
本
部
と
各
市
町
村
消
防
団
員
の
連
携
か
つ
円

滑
な
防
ぎ
ょ
活
動
の
向
上
に
繋
が
る
訓
練
で
し
た
。

相
楽
中
部
消
防
協
議
会

≲
構
成
団
体
≳

木
津
川
市　
笠
置
町　
和
束
町　
南
山
城
村

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

各消防団出動要請の様子 一斉放水の様子
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消
防
団
最
高
栄
誉

「
特
別
表
彰
ま
と
い
」を
受
章
！（
南
山
城
村
）

　
3
月
7
日（
金
）、ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル（
東
京
都
）に
お
い
て
、

第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
南
山
城
村

消
防
団
が
消
防
団
最
高
栄
誉
と
さ
れ
る「
特
別
表
彰
ま
と
い
」

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
府
内
で
12
団
目（
旧
町
消
防
団
を
含
む
）、平
成
30
年
度
の
福

知
山
市
消
防
団
以
来
６
年
ぶ
り
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

「
特
別
表
彰
ま
と
い
」を
団
員
な
ら
び
に

村
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
！

日
4
月
13
日（
日
）　
午
前
11
時

所
南
山
城
村
文
化
会
館　
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

内�

南
山
城
村
消
防
団「
特
別
表
彰
ま
と
い
」お
披
露
目
式

他�

当
日
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

観
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

巡
回
連
絡
に
ご
協
力
を

◆
巡
回
連
絡
と
は
…

　

�　
交
番
や
駐
在
所
の
警
察
官
が
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
会
社
等
を
訪
問
し
、
付
近
で
発
生
し
て

い
る
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発
生
状
況
、
被
害
防

止
等
に
関
す
る
防
犯
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
困
り
ご
と
や

要
望
等
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

�　
巡
回
連
絡
の
際
に
は
、
皆
さ
ま
の
承
諾
が
得

ら
れ
た
場
合
に
、
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
の
ご
記
入

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

�　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
と
は

　

��　
交
番
や
駐
在
所
の
警
察
官
が
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
や
会
社
等
を
訪
問
し
た
際
に
、
非
常
時
の

連
絡
先
等
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
て
い
る
も
の

で
、
犯
罪
や
事
故
の
防
止
な
ど
に
備
え
る
も
の

で
す
。

�

問
京
都
府
木
津
警
察
署
警
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

令
和
６
年
度
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
お

よ
び
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

等
の
伝
達
式（
３
町
村
）

　
３
月
11
日（
火
）、関
西
光
量
子
科
学
研
究
所
多
目
的
ホ

ー
ル
棟
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

お
よ
び
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
等
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、左
記
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

笠
置
町
消
防
団

　
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
　
功
績
章　
　
　
　
　
副
団
長　
　
中　
井　
仁　
司

　
　
精
績
章　
第
１
部　
班　
長　
　
阪　
井　
邦　
彦

　
　
勤
続
章　
第
３
部　
班　
長　
　
岡　
田　
茂　
幸

和
束
町
消
防
団

　
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
　
精
績
章　
西
分
団　
分
団
長　
　
𠮷　
田　
雄　
一

南
山
城
村
消
防
団

　
令
和
６
年
度
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

　
　
永
年
勤
続
功
労
章　
分
団
長　
　
大
久
保　
晋　
一

　
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
　
精
績
章　
　
　
　
　
分
団
長　
　
石　
田　
晴　
嗣

　
　
勤
続
章　
　
　
　
　
副
団
長　
　
蛭　
川　
　
　
尚

（
敬
称
略
）
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

固定資産課税台帳の縦覧（３町村）

　皆さんの所有されている土地・家屋・償却資産について、固定資産税のもとになる価
格などを決定し、課税台帳に登録します。
　皆さんの大切な財産について誤りがないか確かめていただくために、各町村役場で課
税台帳を縦覧できますので、ぜひご利用ください。
縦覧期間
　４月１日（火）～ 30日（水）　午前８時30分～午後５時15分まで（土・日・祝日を除く）
必要なもの �
　・本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード等）
　※同居家族以外の方で課税台帳の縦覧を希望される場合は所有者の委任状が必要です。

軽自動車税（種別割）の減免申請は６月２日（月）まで（３町村）

　身体障害者の方などを対象に、軽自動車税（種別割）の減免申請を受け付けます。
　減免を受けられる方は、各町村担当窓口で減免申請を行ってください。
期６月２日（月）まで（土・日・祝日および平日の正午～午後１時を除く）
　※申請期限を過ぎると受付けできませんのでご注意ください。
減免申請に必要なもの
　・軽自動車税納税通知書（5月上旬頃順次発送予定）　・減免を受ける車両の自動車検査証
　・運転免許証　・身体障害者手帳
　※�他府県・他市町村の標識（ナンバープレート）の軽自動車を所有されている場合は、標識変更などの手続きを
行ってください。

問笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005 直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直

南山城保育園笠置小学校・笠置保育所 和束保育園

南山城小学校和束小学校

人権の花贈呈式（３町村）

　３月３日（月）に笠置小学校と笠置保育所、３月６日（木）に和束小学校と和束保育園、３月４日（火）に南山城
保育園と南山城小学校にて人権の花感謝状授与式を行い、人権擁護委員さんより、感謝状と記念品が贈呈されま
した。こどもたちが、人権の花を咲かせることで、命の大切さや思いやり、人権についての理解を深めるよい機会
となりました。
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和束町役場が大きく変わります!!（和束町）

　和束町では、令和７年４月１日より「和束町健康福祉交流センター cha nova（ちゃのば）」が開設します。
　また、同日である４月１日より、和束町の組織変更が行われます。それに伴い、課の名称や電話番号、業務内容
などが変更となります。

ご来庁やお問合せの際には、以下の表をご参照ください。

課　名 電話番号直 場　所 業　務　内　容

総務課 78・3001 庁舎２階 議会、行政一般、秘書、人事、給与、条例、消防、防災、電算、
広報、統計、財政、公有財産

まちづくり
応援課 78・3002 庁舎１階

広域行政、地域再生、ワールドマスターズゲーム、観光、総合
計画、土地利用、活性化事業公共交通、Ｂ＆Ｇ海洋センター、
体験交流センター

議会事務局 78・3003 庁舎３階 議会

会計課 78・3004 庁舎１階 町の出納

税住民課 78・3005 庁舎１階 税務行政、税の賦課徴収、土地台帳、戸籍、住民基本台帳、
外国人登録、印鑑登録、国民健康保険、国民年金

保健福祉課 78・3006 和束町健康福祉
交流センター１階

社会福祉、児童福祉、保健衛生、疾病予防、後期高齢者医療、
老人医療、福祉医療、介護保険、老人福祉センター、診療所

環境衛生課 78・3007 庁舎１階 建設工事の入札、簡易水道、公共下水道、環境衛生

建設農政課 78・3008

庁舎１階
(庶務係・建設係)

公営住宅、地籍調査、土木建築工事、道路建設改良、河川事
業、災害復旧

西別館(茶業係) 茶業、農業振興、林業、商工業、農業委員会

人権啓発課 78・3488 人権ふれあい
センター

人権啓発、人権ふれあいセンター、いきいきこども館、教育集
会所、共同浴場

国民健康保険
診療所 78・3024 和束町健康福祉

交流センター１階 医療、生活指導

和束保育園 78・2156 保育園 保育

教育委員会 78・4335 教育委員会 教育

所庁舎　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地２
　和束町健康福祉交流センター　cha nova（ちゃのば）　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水15番地

相楽東部広域連合議会だより Vol.7
　令和７年第１回臨時会を２月４日（火）に開催し、下記のとおり公平委員が選任されました。
人事案件
公平委員の選任　相楽東部地域公平委員会委員に次の者を選任すること。
　　　　　　　　石川　久仁洋　氏、　北澤　三茂　氏� 同意　挙手全員

このページは必ず保管してください大切なおしらせ
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まち・むら
topics

　

株
式
会
社
洛
南
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
様
か
ら
、企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、こ
れ
か
ら
も
本
村
発

展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
洛
南
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
様

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法

人

名
　
株
式
会
社
洛
南
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

本

社　

���

京
都
府
宇
治
市
莵
道
田
中
34
︱

5

事
業
内
容　

�

上
下
水
道
施
設
の
電
気
計
装
設
備
工
事
施
工
・
保

守
管
理 

等

寄
附
年
月
日　
令
和
７
年
２
月
14
日

寄
附
対
象
事
業　

企
画
推
進
事
業

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村

日
４
月
23
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

所
大
阪
・
関
西
万
博

　
「
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
」

内�

サ
イ
エ
ン
ス
シ
テ
ィ
け
い
は
ん
な
の
魅
力
を
伝
え

る
た
め
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
に
て
、
立
地

企
業
・
研
究
機
関
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体

験
展
示
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
和
束
町
は「
万
博

会
場
で
お
茶
摘
み
体
験
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
企
画
中
。
ほ
か
に
も
科
学
実
験
や
ロ
ボ
ッ

ト
体
験
、
Ａ
Ｉ
・
Ａ
Ｒ
・
Ｍ
Ｒ
・
ア
バ
タ
ー
・
環

境
関
連
技
術
な
ど
、
け
い
は
ん
な
の
先
端
技
術
を

体
感
で
き
る
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
も
あ
り
ま
す
。
け
い
は
ん
な
の
強
み
や
歴
史
、

文
化
に
触
れ
、
未
来
社
会
の
一
端
を
感
じ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

主
催�

け
い
は
ん
な
万
博
2
0
2
5
運
営
協
議
会

問�
ま
ち
づ
く
り
応
援
課

　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
２
直

大
阪
・
関
西
万
博
に
出
展
し
ま
す

～
け
い
は
ん
な
万
博
in
夢
洲
～

けいはんな万博の
最新情報はこちら

日
４
月
13
日（
日
）　
午
後
1
時
～
４
時
30
分

所
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
交
流
棟

内�

け
い
は
ん
な
万
博
は「
未
来
社
会
へ
の
貢
献
～
次
世

代
へ
の
解
～
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
期
間
中
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。

開
会
式
で
は
横
山
由
依
さ
ん
が
登
場
し
、
見
ど
こ
ろ

紹
介
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
和
束
茶
と
と
も
に
楽
し
む
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
や
物
販
な
ど
も
開
か
れ
ま

す
。是
非
会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

主
催�

け
い
は
ん
な
万
博
2
0
2
5
運
営
協
議
会

問�

ま
ち
づ
く
り
応
援
課

　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
２
直

け
い
は
ん
な
万
博
2
0
2
5

開
会
式
・
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

和束町
≲
開
会
式
≳

・
開
会
あ
い
さ
つ

・�

見
ど
こ
ろ
紹
介

・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

・�

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
合
唱

≲
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
≳

・
和
太
鼓
演
奏

・�

和
束
茶
で
楽
し
む
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

・�

お
茶
や
地
元
ス
イ
ー
ツ

な
ど
の
出
店

横
山
由
依
さ
ん
も
登
場
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
4
月
7
日（
月
）・
21
日（
月
）

　
　
午
後
6
時
〜
7
時

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
4
月
9
日（
水
）・
23
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

所
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問�

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6　

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　 『
健
康
体
操
教
室
』

日
4
月
10
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
4
月
19
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

　
※�

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
4
月
12
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

森
の
と
も
だ
ち

 「
の
ど
の
っ
子
ク
ラ
ブ
in
南
山
城
村
」

会
員
募
集

　
森
で
学
び
、森
を
活
か
し
、森
と
遊
ぶ
、

そ
ん
な
会
員
募
集
中

対�

南
山
城
村
在
住
の
6
歳
か
ら
15
歳

費�

無
料

日�

現
地
見
学
会

　
4
月
20
日（
日
）と
5
月
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
野
殿
の
森

　
※�

詳
細
は
本
誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ズ
京
都

後
援�

南
山
城
村

問�

０
８
０・３
８
５
４・７
１
６
０

　
（
後
藤
）

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
4
月
15
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
産
業
振
興
会
館
1
階
研
修
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
4
月
1
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

募
集

相
談

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
4
月
25
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
4
月
21
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

南
山
城
村
役
場
役
場
資
料
室（
１
階

旧
建
設
水
道
課
）

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
4
月
22
日（
火
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

南
山
城
村
役
場
会
議
室

対�

村
内
在
住
の
方
の
み

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
4
月
21
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
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健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

※�

４
月
か
ら
高
尾
公
民
館
の
健
康
相
談

が
無
く
な
り
、月
２
回
と
な
り
ま
す
。

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
4
月
16
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

実
施
日

場　
所

4
月
15
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

4
月
16
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

4
月
25
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場　
所

4
月
16
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4
月
18
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

～
ほ
め
か
た
教
室
～

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
子
育
て
の
中
で
、「
つ
い
つ
い
叱
り
す

ぎ
て
し
ま
う
」「
子
ど
も
を
ほ
め
た
方

が
い
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
こ
を
／
ど
う
ほ
め
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？　
相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
ひ
ま
わ
り
の「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
～
ほ
め
方
教
室
～
」は
、
子

ど
も
を
“
ほ
め
、
認
め
る
”
こ
と
を
大

切
に
し
、
子
ど
も
を
理
解
し
、
子
ど
も

に
あ
っ
た
関
わ
り
方
を
身
に
つ
け
て
い

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
、
親
子
の
よ
り
よ
い
関
係
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。
毎
回
、
保
護
者
同

士
の
懇
談
会
も
あ
り
ま
す
。

日
5
月
20
日
、6
月
3
日
・
17
日
、

　
7
月
1
日
・
22
日
、8
月
5
日
・
26
日
、

　
9
月
30
日　

�

い
ず
れ
も
火
曜
日

　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

所�

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー『
ひ

ま
わ
り
』　
相
談
室

対�

年
中
～
小
学
校
２
年
生
ぐ
ら
い
ま
で

の
子
ど
も
が
お
り
、
子
ど
も
に
障
が

い
が
あ
る
又
は
子
ど
も
の
発
達
に

不
安
や
心
配
が
あ
る
保
護
者
。
原
則
、

全
回
参
加
可
能
な
方（
感
染
症
等
に

よ
る
急
な
欠
席
を
除
く
）

定�

５
組（
先
着
順
）

期�

4
月
2
日
午
前
9
時
～
５
月
７
日
正

午

問�

・
申�

　

�

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
0
1
0
4

　
　
FAX
0
7
7
4
・
34
・
1
4
1
4

　　

親
子
で
集
ま
り
、子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、集
団
の
中
で
思
い
切

り
遊
べ
る
場
で
す
。保
育
園
に
入
園
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
対
象
に
、子
育
て
の
仲
間
の
輪
を

ひ
ろ
げ
、一緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者（
3
町
村
い

ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

　
※�

予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お

住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
ご
紹
介

　

当
院
の
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
、

ご
家
族
の
休
息（
レ
ス
パ
イ
ト
）を
目

的
と
し
て
、
在
宅
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
を
対
象
に
入
院
受
け
入
れ

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
地
域
医
療
連
携

室
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

地
域
医
療
連
携
室

　
担
当
：
松
田
・
辰
本

　
　
☎
0
7
7
4
・
73
・
1
8
1
8

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー�

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他
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日…日時　　  時…時間　　  曜…曜日　　  所…場所  講…講師　  対…参加対象  定…定員  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  問…問合せ　  予…予約  直…直通



その他
し尿くみ取り手数料改定のお知らせ（３町村）

　10月１日からし尿くみ取り手数料が143円／10リットル（現行128円）になります。
　今回のし尿くみ取り手数料の改定となります。令和元年10月１日の消費税の改定によるものを除くと、平成27
年10月１日以来10年ぶりの改定で、10年前と比べ、人件費の増加や物価の上昇による直接経費の増加、くみ取り
という一日も休めない業務を安定的・継続的に行うため、収集・運搬コストに関する経費を実態に応じて適正化
するものです。何卒ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　10月１日以降のくみ取り時には、新券（143円／10リットル）が必要となります。
　使用できなくなった古いくみ取り券は、役場（町・村）会計課（担当課）の窓口で還付を受けることができます。
問し尿くみ取り手数料に関して　　　相楽広域行政組合事務局　☎0774・72・0421
　し尿くみ取り券の購入等に関して　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直

　　　　　　　　　　　　　　　　　和 束 町 環 境 衛 生 課　☎0774・78・3007 直

　　　　　　　　　　　　　　　　　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106 直

２０２５（令和７）年度相楽手話奉仕員養成事業
 「手話教室」

入門編　日５月15日～９月18日
　　　　　　毎週木曜日　午後７時～９時　※休講日　８月14日
基礎編　日10月２日～令和８年２月12日
　　　　　　毎週木曜日　午後７時～９時　※休講日　令和８年１月１日
所木津川市山城支所別館（木津川市山城町上狛的場3-1）
受講資格 ・相楽地域在住・在勤の高校生以上
　　　　・インターネット環境が整っている方
定16人（定員を超えた場合は抽選）
費無料（ただしテキスト代等は実費負担）
教材・「手話を学ぼう　手話で話そう」全面改訂版　3,300円（税込）
　　・「全国手話研修センター　手話動画視聴システム」 1,760円（税込）年間
　　　※�テキストは手話動画とセットになっています。インターネットに繋がるパソコン、タブレット、スマー

トフォンから登録しログインしてください。　　　　
申添付のQRコードを読み取って①～⑥を入力し、申込んでください。
　　①氏名（ふりがな）
　　②郵便番号・住所
　　③年齢
　　④手話学習経験の有無
　　⑤連絡先（携帯番号・メールアドレス）
　　⑥笠置町・和束町・南山城村・木津川市・精華町以外に在住の場合は、勤務先または通学先を入力してください。
申込受付開始４月３日（木）
申込締切 ４月17日（木）
　　　　※受講の可否については4月30日までにメールでお知らせする。
申・問相楽聴覚言語障害センター　「相楽手話教室」事務局
　　　　☎0774・75・2030　  soraku-center@kyoto-chogen.or.jp

講 座

申込みフォーム
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おしらせ Information

日…日時　　  時…時間　　  曜…曜日　　  所…場所  講…講師　  対…参加対象  定…定員  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  問…問合せ　  予…予約  直…直通



催 し
水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や防災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。

伊賀市  �ＪＲ関西本線沿線ウォーキング 
「絶景の棚田百選めぐり　伊賀盆地を望む西山の棚田ウォーク」

　関西本線木津亀山間活性化同盟会では、JR関西本線利用促進のためのウォークイベントを開催します。
伊賀上野駅を起点に、新緑の木津川の風景を眺めながら、国指定棚田地域である西山の棚田群をめざします。
日５月17日（土）　※雨天決行（当日午前６時、伊賀市に気象警報が発表されている場合は中止）
　受付開始：午前８時30分、集合：午前９時、解散：午後３時30分　※昼食休憩あり
行程 �伊賀上野駅　⇒ 上野遊水地　⇒　岩倉峡公園　⇒　古琵琶湖層　⇒　西山の棚田展望公園 ⇒ 西山こ
ども広場（昼食休憩） ⇒ 高倉神社　⇒　和銅の道　⇒　伊賀上野駅　

　　※距離約13km
　　※上野遊水地～岩倉峡公園では木津川上流河川事務所によるガイドあり。
定100名（先着順）
費無料　※昼食休憩時に棚田カードのプレゼントや棚田米を使ったおにぎりや豚汁のふるまいがあります。
期４月７日（月）午前９時から５月９日（金）午後５時まで
申①申込フォームまたは
　②伊賀市公共交通課　☎0595・22・9663　へ電話でお申し込みください。
　　（土・日・祝日を除く、午前９時～午後５時）
他・小学生以下の方は、保護者同伴でお願いします。
　・弁当、飲み物をご持参ください。
主催 �関西本線木津亀山間活性化同盟会（会員団体：木津川市・笠置町・南山城村・伊賀市・亀山市・甲賀市）、
西山自治会、西山の棚田振興協議会

協力 �国土交通省近畿地方整備局木津川上流河川事務所

申込みフォーム

令和７年度府民相談日

交　通　事　故 人　権　特　設

備考

◇毎月　第２木曜日　午前９時～11時30分
　　　　　　　　　　午後１時～４時30分
◇�令和７年度から事前予約制になります
　予約先　京都府交通事故相談所
　　　　　　☎076・414・4274
　　　　　　※前日午後４時迄

◇奇数月　第３木曜日　午後１時30分～４時30分
◇�受付は午後４時まで

交通事故 人権特設 相 談 員
  4月 10日
  5月   8日 15日
  6月 12日
  7月 10日 17日
  8月 14日
  9月 11日 18日 子ども人権委員会委員

交通事故 人権特設 相 談 員
10月   9日
11月 13日 20日 弁護士委員
12月 11日
  1月   8日 15日
  2月 12日
  3月 12日 19日 男女共同参画社会推進委員

所京都府木津総合庁舎第３会議室

その他
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令和７年度｢福祉タクシー利用券交付｣（笠置町）

　外出困難な障がいのある方が、タクシーを利用される際の料金の一部を助成する事業を行っています。次の内
容をご確認のうえ、対象となる場合は申請してください。（毎年申請が必要）なお、令和６年度の「福祉タクシ
ー利用券（水色）」は、４月１日以降は使用できませんのでご注意ください。
対�町内にお住まいで次の障害者手帳等の交付を受けている在宅の方（病院へ入院中の方含む）で、申請の日の属
する年度（申請の日の属する月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の所得税額を世帯で合算した
額が39万７千円以下の方

障害の区分 障害の程度
視覚障害 1・2級
下肢または移動機能障害（上肢1・2級かつ下肢3級の方を含む） 1・2級
体幹機能障害 1・2級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸及び小腸機能障害 1級
療育手帳 A判定

利用券交付額年間12,000円分のタクシー利用券を交付します。（月額1,000円分）
　　　　　４月１日から令和８年の３月31日までご利用いただけます。
　　　　　ただし、５月以降に申請をされた場合は申請の当月からの月割り交付となります。
申請に必要なもの・印かん
　　　　　　・身体障害者手帳または療育手帳
期�４月１日（火）から
申�・問�笠置町保健福祉課　☎0743・95・2303 直

その他

募 集
お茶摘みさん大募集　和束町でお茶摘みしませんか

 和束町では、関西･全国茶品評会に出品するためにお茶を摘みます。町内外問わず、一人でも多くの人が必要
なため、お茶摘みさんを募集しています。
募集要項
日４月中旬～５月上旬のうち４日程度
　午前７時30分～正午（集合時間午前７時）
　10時頃に１回休憩があります。（昼食の支給なし・おやつとジュースの支給あり）
　※一定量のお茶を摘む必要があるため、終了時間が前後する場合あります。※１

　※中止の場合は前日中に連絡します。※２

所和束町役場前駐車場
報酬額・給与支給時間給　1,058円～／口座振込または建設農政課での受取 ※３

　　　　　　�休憩時間を除く摘み始め～摘み終わりまでの時間で15分単位にて計算　（集合場所からの往復時間
は勤務時間外とみなす）

　　　　　　※交通費は支給なし
持汚れてもよい服装、長靴、帽子、上着、タオル、飲み物
　※当日の手先への化粧、日焼け止め、ハンドクリームの塗布は不可（お茶の芽を摘むため）
定先着順のため、定員に達する場合があります。
※１　申込後、具体的な日程については、４月中旬に建設農政課から連絡にてお知らせします。
※２　雨天中止の連絡をするため、日中連絡の付く電話番号をお伝えください。
　　　日中電話が取れない場合は、ＦＡＸ番号またはメールアドレスをお伝えください。
※３　高校生などでご自身の口座を持っていない場合は、ご両親などの口座に振込みます。
　　　給与明細および受取方法届調査票を５月下旬に郵送します。
申・問ＱＲコードを読み込んでウェブフォームから申込み
　　　または和束町出品茶推進委員会（役場建設農政課内）　☎0774・78・3008 直 申込みフォーム
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おしらせ Information

日…日時　　  時…時間　　  曜…曜日　　  所…場所  講…講師　  対…参加対象  定…定員  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  問…問合せ　  予…予約  直…直通
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中学校卒業式中学校卒業式

笠置中学校笠置中学校
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

中学校卒業式中学校卒業式

和束中学校和束中学校
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図書室だより

笠置町図書室  ☎0743・95・2726／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

「藍を継ぐ海」� 伊与原 新 ／ 著

　ウミガメの卵を孵化させ、ひとりで育
てようとする中学生。奈良の山奥でニ
ホンオオカミに出会うWebデザイナー
…。科学だけが気づかせてくれる大切
な未来を描く、５つの物語。172回直
木賞受賞作。

一般書

笠
置
町

「はからずも人生論」� 佐藤 愛子 ／ 著

「タクシードライバー　美食日誌」�荒木 源 ／ 著
「神様の本」 � 三上 延 ／ 著

一般書

児童書

「あっぱれ！われらのてんぐさま」�
オノガワ アサコ ／ 著

「そつえんするってことは」� 中川 ひろたか ／ 著

「おるすばん」� 森 洋子 ／ 著

「�葉っぱの切り絵 いきものずかん」
� リト＠葉っぱ切り絵 ／ 著

　動物同士の交流が一枚の小さな葉っ
ぱの上に繰り広げられる、リトさんの葉
っぱ切り絵。陸・海・空いきものたちそ
れぞれの特徴にフォーカスした、71作
品＆ストーリーを紹介します。作り方解
説動画のQRコード付き。

「思い込みにとらわれない生き方」
� 坂東 眞理子 ／ 著
「藍を継ぐ海」� 伊予原 新 ／ 著
「ゲーテはすべてを言った」� 鈴木 結生 ／ 著

一般書

児童書

「おたすけこびととおべんとう」
� なかがわ ちひろ ／ 著
「なんとかなる本」� 令丈 ヒロ子 ／ 文
「おばけのアッチ ドラキュラのママのあじ」
� 角野 栄子 ／ 著

南
山
城
村

一般書

「いちごりら」� かねこ まき ／ 著

　いちごのすきな、ごりらさん。い
っぱいいっぱいたべたらね、いちご
りらになっちゃった! ことばあそび
と迫力ある絵変わりが楽しい絵本。
リズミカルな展開とシュールなイラ
ストで、読み聞かせにも最適。

和
束
町

「謎の香りはパン屋から」� 土屋 うさぎ ／ 著

「小説」� 野崎 まど ／ 著

「�潮音　第１巻」� 宮本 輝 ／ 著

一般書

「このあいだになにがあった？」� 佐藤 雅彦 ／ 著

「巨石運搬！山を越えて大阪城へ」� 鎌田 歩 ／ 著
「�ゴロゴロヤマネコ不動産 なんだかあやしい
おすすめ物件」� 藤重 ヒカル ／ 著

児童書

児童書

☆『おはなしのじかん』のご案内
日４月20日（日）　午前10時30分～
所和束町体験交流センター１階ホール

和束町体験交流センター
図書室から

ゴールデンウィーク期間中、下記の日程は休室します。
和束町体験交流センター図書室：月曜・火曜　休室
笠置町図書室：５月３日（土）～６日（火　）休室
南山城村図書室：月曜・火曜・木曜　休室
　上記以外の開室・休室については通常通りとなります。

３町村図書室のゴールデンウィークの
休室日について
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３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和７年３月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,057人　
世帯数    556世帯

（減6）
（減3）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,364人　
世帯数 1,644世帯

（減6）
（減2）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,366人　
世帯数 1,190世帯

（減8）
（減2）

【相楽東部広域バス】好評運行中
運行日：毎日（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25／８：15／ 10：15／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25／９：10／ 11：10／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15／ 10：15／ 12：45／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10／ 11：10／ 13：45／ 16：40

休日（土日祝）


